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○ 法人の概況

1 名 称  公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金

2 設立年月日 平成 3年 10月 1日

(公益財団法人移行登記 日 :平成 24年 4月 1日 )

3 所在地  盛岡市内丸 16番 1号 (岩手県水産会館 5階 )

4  目  白勺

この法人は、漁業生産を担 う漁業者の確保及び育成を図るため、漁業を志向する

青年等の就業の促進及び青少年等の漁業に対する理解の向上や青年等漁業者の漁

業経営及び漁家生活等の改善向上を図るための自主的活動等に対 して支援を行な

い、もって本県漁業・漁村の健全な発展に寄与することを目的 とする。

5 事 業

(1)漁業担い手の確保に関する支援事業

(2)新規漁業就業者等の育成に関する支援事業

(3)青年等漁業者の経営等の改善向上に関する組織活動支援事業

(4)地区における漁業担い手対策を総合的に推進するための協議会活動支援事業

(5)その他この法人の目的を達成するために必要な事業

6 所管官庁 岩手県

7 代表者  代表理事 大井誠治 (岩手県漁業協同組合連合会代表理事会長 )

8 基本財産額 510, 000千 円

出損状況

区  分 団体数
出捐総額

(千円)

比率
(%)

摘 要

県 1 250, 000 49

市 町 村 12 75, 000 15 沿岸市町村

漁 業 団 体 36 175,000 34 漁協、連合会等

そ の 他 1 10, 000 2 海づ くり大会寄付金

計 50 510, 000 100



事 業 報 告

(令和 4年 4月 1日 ～令和 5年 3月 31日 )

1 当法人 の現況 に関す る事項

(1)事業の経過及び成果

東 日本大震災から12年が経過 し、復興道路の全線開通や災害公営住宅の整備

完了など、漁村の暮 らしや漁業活動に問題がない状況にな りました。

しか し、漁業生産については、海水温の上昇など激変す る海洋環境の変化など

により、秋 さけ、サンマ、スルメイカなど主要魚の水揚げが大きく減少 し、特に

も秋サケは親魚の確保 も大変な状況 となり、関係道県からの支援を受けて放流種

苗の確保を図 りました。また、養殖業では、巻き込み時期の遅れによるワカメの

減産や餌料不足などによる貝類の減産などにより生産量が減少 し、さらには、燃

油・資材類の高騰により生産現場を取 り巻 く環境は一層厳 しい状況にあり、販売

額 1千万円超の中核的漁業経営体数は大きく減少 しま した (表 1)。

漁業就業者については、依然 として漁業者の高齢化 と就業者数の減少は進んで

お りますが、毎年 40名 程度の新規就業者の加入がみ られ、漁家子弟以外の就業者

が増えてお り、漁業担い手確保 と中核的漁業者の育成が重要 となってお ります。

このような中、令和 4年度助成事業実績は、新型コロナ ウイルス感染症拡大防

止への対応などにより前年度より減少 しま したが、新規漁業就業者に対する資格

取得の助成を開始 しました。また、「いわて水産アカデ ミー運営協議会」事務局の

当基金へ移管 されたことから、アカデ ミー修了生がスムーズに漁業に着業できる

よう、関係機関と連携 したサポー ト体制つ くりを進めて参 りました (表 2)。

表 1新規漁業就業 。中核的漁業経営体数の推移 (岩手県調べ)単位 :人、経営体

表 2支払助成金・負担金による支援実績額 (単位 :円 、%)

H29年度 H30年度 Rl年度 R2年度 R3年度 R4年度

新規漁業就業者数 55 47 45 48 47 30

中核的漁業経営体数 489 450 418 268 277 414

事 業 別 4年度 3年度 R4/R3

基金助成事業 (通常分) 1,505,050 1,791,411 84.0

新規就業者資格取得助成 (新規) 310,307

経営体育成総合支援事業(国庫) 4,549,000 5,696,400 79.9

いわて水産アカデ ミー負担金 2,851,000 2,500,000 114.0

計 9,215,357 9,987,811 92.3
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(2)財産及び損益の状況
単位 :円

注 :指定正味財産増減額は基本財産 (投資有価証券)の評価損益によるもの。

・寄付金の状況

当基金へ次のとお り寄付があ りました。

田 ミチノク (社会貢献型 自動販売機)134,337円 (R4基金助成事業に使用 )

(3)事業の実施状況

ア 青少年、漁業志向青年等の漁業への就業促進・維持確保に関する活動支援

(公益目的事業 1)

(ア )漁業担い手確保対策事業 (助成事業)

① 小中学生漁業体験 。学習事業

地域の小中学生を対象とした漁業体験 。学習に対 し助成 したc

10件 (参加小中学生 327名 )助 成額 441,723円

② 水産高校等連携育成事業

水産高校等と連携 して実践的な技術向上を目的とした現場実習等に対 し

助成 した。

2件 (参加人数 21名 )    助成額 114,255円

③ 漁業志向青年等体験学習事業

漁業就業志向の青年等を対象とした漁業体験学習の開催を支援した.

2件 (参加人数 18名 )    助成額  200,000円

(イ )調査・情報提供の実施 (自 主事業)

漁業就業支援フェアや市町村単位の新規漁業就業者育成協議会やいわてで

働こう推進協議会等関係機関の会議や就業関連イベン トに参加 し、岩手の漁

業の特徴や魅力等の紹介を行 うとともに就業希望者のニーズ把握に努めた。

また、「三陸いわて漁師への道ガイ ドブック」などの広報媒体の更新や新規

作成素材のため、新たな画像の収集・取 り直 しを行った。さらに、小学 5年

生社会科副教材 「いわての水産業」作成について協力した。

3

区 分 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

経常収益 14,965,035 16,424,288 15,445,818 14,449,299

経常費用 15,412,198 17,798,420 17,063,499 14,377,241

当期経常増減額 △ 447,163 △ 1,374,132 △ 1,617,681 72,058

当期一般正味財

産増減額

△447,163 △ 1,374,132 △ 1,617,681 72,058

当期指定正味財

産増減額

△ 3,791,290 △ 13,419,130 △ 19,167,440 △ 26,831,140

正味財産期末残

品

631,323,762 616,530,500 595,745,379 568,986,297



イ 新規漁業就業者の育成に関する活動支援 (公益 目的事業 2)

(ア)漁業担い手育成対策事業 (助成事業)

新規漁業就業者交流事業

市内の就業 5年以内の漁業就業者の交流会活動に対 し助成 した。

1件 (参加新規漁業者 5名 )助 成額 26,850円

(イ )新規就業者資格取得助成 (助成事業)

新規漁業就業者の漁業活動に必要な資格取得を支援するため、「公益財団法

人岩手県漁業担い手育成基金漁業担い手資格取得助成金交付要領」を定め、

令和 4年 7月 1日 から募集を開始 し、 7件の資格講習等に対 し助成 した。

7件  助成額 310,307円 (経費の 1/2を助成 )

(ウ )漁業人材育成総合支援事業 (自 主・助成事業)

国庫補助事業の事業実施機関として、漁業就業フェアヘの出展や長期研修

支援事業として指導者への指導費等の支援を実施 した。

事業費 5,138,000円  (国庫 10/10)

① 漁業就業促進情報提供事業 (自 主事業)

全国規模の漁業就業支援フェアに 2回出展 し、情報提供や受入相談活動

等を行った。

② 長期研修支援事業 (助成事業)

新規研修生 4名 の受入機関の指導者に対して指導費等の支援を行った。

4名 (受入機関 4)   助成額 4,549,000円

(工 )いわて水産アカデミー運営協議会への参画事業 (自 主事業)

令和 4年 4月 から「いわて水産アカデ ミー運営協議会」事務局の当基金ヘ

の移設を受けて、運営経費の一部負担のほか、運営協議会の総務経理部門を

兼務 として担当し、いわて水産アカデミーの募集から研修及び修了後のフォ

ローについて積極的に支援 した。

支払負担金 2,851,000円

ウ 青年等漁業者の経営等改善向上に関する組織活動の支援 (公益 目的事業 3)

(ア)研究グループ等活動事業 (助成事業)

① 研究実践活動

漁協青年部等の研究実践活動動経費に対し助成 した。

3件 (参加人数 25名 )   助成額 312,624円

② 研修活動

研究グループ等の研修活動経費に対 し助成 した。

l件 (参加人数 5名 )   助成額  60,906円
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(イ )青年等交流活動事業 (助成事業)

① 情報交換会の開催等

コロナ下の中、実施できた 3件の交流会に対 し助成 した。

3件 (参加人数 16名 )   助成額 225,392円

② 地区活動実績発表大会

新型コロナウイルスまん延防止のため計画事業は中止となった。

(ウ )地域 リーダー研修事業 (助成事業)

漁業士会等が主催する研修会、交流会の開催に対し助成 した。

l件 (参加人数 22名 )   助成額  100,000円

(0 重要な契約の状況

(5)役職員の状況

役職員
前年度末
現  在

ラト(4F度 本年度末
現 在

備  考
増 減

役員 代表理事

理  事

監  事

計

1

5

2

8

0

1

0

0

0

0

0

0

1

6

2

9

職員 事務局長

非常勤職員

計

1

1

2

0

0

0

0

0

0

1

1

2

合  計 10 0 11

(6)役員会等の開催状況

ア 評議員会の開催状況

① 令和 4年度第 1回評議員会 (定時評議員会 )

日  時 :令和 4年 6月 17日 (金) 12:55～ 13:30

場  所 :盛岡市内丸 16番 1号 岩手県水産会館 5階中会議室

決議事項 第 1号議案 令和 3年度事業報告、貸借対照表、正味財産増減計

算書及び財産 目録の承認について

第 2号議案 欠員に伴 う理事 1名 の補充選任について

以上原案のとお り承認

5

契約年月日 相手方 契約金額(円 ) 契約期間 契約の概要

R4.4.1
(一財)全国漁

業就業者確保育
成センター

5,138,000
R4.4.1ハ V

R5.3.31
R4経営体育成
総合支援事業



② 令和 4年度第 2回評議員会 (定時評議員会 )

日  日寺:令和 5年 3月 10日 (金) 11:00～ 11:40

場  所 :盛岡市内丸 16番 1号 岩手県水産会館 5階中会議室

決議事項 第 1号議案 令和 4年補正予算の承認について

第 2号議案 令和 3年度事業計画及び収支予算の承認について

以上原案のとお り承認

評議員会出席状況

イ 理事会の開催状況

① 令和 4年度第 1回理事会

日  時 令和 4年 5月 25日 (水)10:55～ 11:40

場  所 盛岡市内丸 16番 1号 岩手県水産会館 5階中会議室

決議事項 第 1号議案 令和 3年度事業報告、計算書類及び財産目録の承

認について

第 2号議案 新規漁業就業者の資格取得助成について

第 3号議案 理事 1名 の補充選任にかかる候補者の推薦について

第 4号議案 第 1回評議員会の召集について

以上原案のとおり承認

② 令和 4年度第 2回理事会

日  時 令和 5年 2月 22日 (水 )10:55～ 11:30

場  所 盛岡市内丸 16番 1号 岩手県水産会館 5階中会議室
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役職名 氏名
第 1回
R4.6。 17

第 2回
R5.3.10

出ノ常
回数

評議員 砂 田 光 保 出 席 出 席 2

評議員 田 口 博 英 出 席 出 席 2

評議員 佐 藤 信 逸 欠 席 欠 席 0

評議員 内野澤 正勝 出 席 出 席 2

評議員 平 子 昌 彦 欠 席 出 席 1

評議員 熊 上 和 子 出 席 欠 席 1

評議員 金 澤 広 利 出 席 出 席 2

評議員 五 日市 知香 出 席 出 席 2

評議員 煙 山  彰 出 席 出 席 2

評議員の出席数 7名 7名



決議事項 第 1号議案

第 2号議案

第 3号議案

第 4号議案

令和 4年度補正予算の承認について

投資有価証券の運用について

令和 5年度事業計画及び収支予算の承認について

令和 5年度助成事業にかかる代表理事の利益相反取

引の承認について

令和 4年度第 2回評議員会の召集について

以上原案のとお り承認

第 5号議案

理事会出席状況

ウ 監事監査会

日   日寺 令́不日4年 5月 12日 (木)9:50～ 12:00

場  所 盛岡市内丸 16番 1号 岩手県水産会館 5階小会議室

監査事項  ・令和 3年度事業報告について

。令和 3年度決算について

。理事等の業務執行について

出席監事 監事 佐藤 修  監事 山内義彦

工 助成事業審査会

日    日寺  令和 5イ年12月 8日  (水 )13:20～ 14:45

場  所 盛岡市内丸 16番 1号 岩手県水産会館 5階小会議室

審査事項 令和 5年度助成事業要望の審査について

出席委員 委員長 佐藤 教行  副委員長 藤村 崇

7

役職名 氏名
第 1回
R4.5。25

第 2回
R5.2.22

出席回数

代表理事 大 井 誠 治 出 席 出 席 2

理  事 森 山 拓 也 出 席 1

理  事 藤 島 純 悦 出 席 出 席 2

理  事 工 藤 大 輔 出 席 出 席 2

理 事 横 山 英 信 欠 席 出 席 1

理  事 小野寺  恵 出 席 出 席 2

理 事 五 日市 周三 出 席 出 席 2

監 事 佐 藤  修 出 席 欠 席 1

監 事 山 内 義 彦 欠  席 欠  席 0

理事の出席数 5名 7名



臨席者

2 役員等に関する事項

(1)組織

(2)評議員名簿

委員  佐々木安彦 委員 高橋 禎

岩手県水産振興課 技師 岸 航平

大船渡水産振興センター水産業普及指導員 佐々本 司

沿岸広域振興局水産部 上席水産業普及指導員 田中 大喜

官古水産振興センター 主任水産業普及指導員 松崎 大知

県北広域振興局水産部 上席水産業普及指導員 小野寺 光文

事務局

2 6 18 日 6 6

(令和 5年 3月 31日

の

8

助成事業審査会

理事会 代表理事評議員会

監 事

所  属氏  名
常勤

非常勤
区分

非常勤
東 日本信用漁業協同組合連合会

岩手支店運営委員長
評議員 砂 田 光 保

「

共水連東北事業本部岩手支店長田 口 博 英 非常勤評議員

山田町長佐 藤 信 逸 非常勤評議員

非常勤 岩手県漁業士会副会長内野澤 正勝評議員

非常勤 元 JF岩手漁青連会長平 子 昌 彦評議員

岩手県漁協女性部連絡協議会前副会長熊 上 和 子 非常勤評議員

金 澤 広 利 非常勤 岩手県産業教育振興会事務局長評議員

非常勤 いパイロットフィッシュ代表取締役評議員 五 日市 知香

非常勤 東洋水研崎技術顧問評議員 煙 山  彰



(3)役員名簿
(令和 5年 3月 31日

3 7月 5 6 の

監事 令和元年 7月 ～令和 5年 6月 の定時評議員会終結時

(4)助成事業審査会委員名簿
(令和 5年 3 31

(5)退任 した役員等

氏  名 退任時の地位 退任 日 退任理由

3 業務の適正を確保す る体制

(1)理事の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

評議員会、理事会の議事録や関連資料、菓議書、報告書等の情報について、保

存期限を定める等の必要な保存・管理を実施 している。

9

常勤

非常勤
所  属氏  名区分

岩手県漁業協同組合連合会代表理事会長大 井 誠 治 非常勤代表理事

非常勤 岩手県農林水産部水産担当技監心得森 山 拓 也

岩手県漁業共済組合専務理事藤 島 純 悦 非常勤理 事

非常勤 岩手県議会議員理 事 工 藤 大 輔

岩手大学人文社会科学部教授横 山 英 信 非常勤理  事

食品開発プロデュース メグミプランニング代表小野寺  恵 非常勤理 事

非常勤 岩手県内水面漁業協同組合連合会専務理事理 事 五 日市 周三

岩手県町村会事務局長佐 藤  修 非常勤監 事

東 日本信用漁業協同組合連合会

岩手支店統括支店長
山 内 義 彦 非常勤監 事

氏  名 所  属区分

佐 藤 教 行 岩手県水産技術センター首席水産業普及指導員委 員 長

藤 村  崇 岩手県農林水産部水産振興課担い手担当主任主査副委員長

岩手県漁業協同組合連合会指導部長委 員 佐々木 安彦

(公財)岩手県漁業担い手育成基金事務局長委  員 高 橋  禎

理 事



(2)理事の職務の執行が適正かつ効率的に行われることを確保するための体制

代表理事の職務執行状況に関する理事会への報告、公印の管理、組織の分掌業

務、案件の重要度に応 じた決裁権限等を定め、助成事業審査会を設置 し、当基金

全体として理事の職務執行の効率性を確保 している。

(3)そ の他特記事項

。いわて水産アカデ ミー運営協議会の事務局移管について

本県における漁業担い手確保・育成対策を総合的かつ効率的に実施する体制の

整備のため、 4月 1日 からいわて水産アカデ ミー運営協議会事務局を当基金に移

設 された。業務執行は、担い手基金事務局 との兼務 とし、共用の企業会計 ソフ ト

の導入や電子媒体での連絡等により業務の効率化を図るとともに、現地での研修

支援を岩手大学 (三陸水産研究センター)に委託 し、人材育成体制を強化 した。

・財政的援助団体等に係 る監査の実施について

岩手県監査委員会による監査が 11月 14日 (月 )に実施 され (前回は令和元

年 12月 20日 )、 前回と同様、「おおむね良好 と認められる」 と講評を受けた。
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事 業 報 告 の 附 属 明 細 書

1 令和 4年度助成事業実績 (総括表 )

2 令和 4年度助成事業実績 (個別表 )

3 令和 4年度経営体育成総合支援事業実績

4 令和 4年度主な庶務事項
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1

令和4年度漁業人材育成総合支援事業実績

事 業

新規漁業就業者の確保育成のため、経営体育成総合支援事業の事業実施機関として

国の 4年度予算により漁業就業促進情報提供事業及び長期研修支援事業を実施 したc

2 事業実績

(1)漁業就業促進情報提供事業 (自 主事業)

一般社団法人全国漁業就業者確保育成センター主催による「漁業就業支援フェア

(東京 )」 にいわて水産アカデ ミー運営協議会と連携 して出展 し、岩手の漁業やいわ

て水産アカデミーについて紹介した。

令和 4年度漁業就業支援フェア出展実績

フェア開催年月 日 開催場所 備考

令和 4年 7月 18日

令不日4年 9月 19日

東京都

大阪府

岩手県 3団体 (宮古市、小本浜漁協 )

岩手県 1団体 (オ ンライン)

事業費 190,266円

(2)長期研修支援事業 (助成事業)

令和 4年度に長期研修生を受け入れた 4機関に対して支援を行った。内訳は定置

網漁業 2名 、漁船漁業 1名 、独立型養殖漁業 1名 の計 4名 であり、そのまま漁業就

業を続けている。

区 分
一次受入

機関数

二次受入

機関数
研修生数 事業費

支払

助成金

長期研修者 4 4 4 4,549,000 FE]

計 4,549,000円

事務費 398,734円

∠́ヽ    二準
匡1     口 1

4,947,734円

。東京の就業フェアに先立ち、7月 第 3週月曜日が「漁師の日」

として登録認定されたことをうけて、記念セレモニーが行わ

れた。
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(事業報告附属明細書 庶務事項)

主 な 庶 務 事 項

引け
竜キ記場  所年月 日

盛岡市

釜石市

七ヶ浜町

陸前高田市

盛岡市

釜石市

盛岡市

宮古市。釜石

寸J

盛岡市

盛岡市

盛岡市

官古市

盛岡市

東京都

盛岡市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

野田村

盛岡市

大船渡市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

いわて水産アカデミー事務局移管 (兼務)

令和 4年度助成事業採択通知

令和 4年度新規漁業就業者確保事業計画承認申請 (国庫)

岩手県資源管理協議会通常総会及び第 1回定例会

いわて水産アカデミー第 4期生入講式

宮城県水産振興協会訪問

令和 4年度陸前高田市漁業就業者育成協議会第 1国会議

監事による監査

令和 4年度岩手県水産業普及指導員総括主査会議 (第 1回 )

第 1回理事会

ALPS処理水の取り扱いに関する漁協への説明会

(説明会後に新規漁業就業者への資格取得助成制度の紹介 )

いわて農林水産振興協議会総会

令和 4年度第 1回いわてで働こう推進協議会

第 1回評議員会

令和 4年度いわて水産アカデミー運営協議会第 1回作業部会

令和 4年度第 1回いわて水産アカデミー運営協議会総会

漁業就業支援フェア 2022東京 (リ アル参加 )

県監査委員会予備監査

公益法人協会会計セミナー (基礎編)

令和 4年度岩手県農林水産業就業支援連絡協議会

漁業就業支援フェア 2022大 阪 (オ ンライン)

出資法人同士の連携・協働の検討に向けた意見交換会

県監査委員会本監査

令和 4年度第 2回いわてで働こう推進協議会

岩手県資源管理協議会第 3回定例会

漁業現場での水福連携の取 り組み打ち合わせ

第 62回水産審議会 (漁業担い手育成ビジョン素案について)

広報用画像収集 (吉浜漁協、養殖ホタテ)

令和 4年度東北・北海道ブロック漁業士研修会

令和 4年度地域協働研究中間報告会 (水福連携 )

社会科副教材 「いわての沿岸漁業」編集会議

助成事業審査会

R4,4.1

4,1

4.1

4.5

4.11

4.18

4.28

5。 12

5.13

5.25

6.6

6.7

6.10

6。 17

6.21

7.8

7,18

9.7

9。 12‐ 13

9.15

9.19

11.1

11.14

11.21

12.8

12.9

12.20

12。 26

1.20

1.24

2.7

2.8
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(事業報告附属明細書 庶務事項)

久慈市ほか

宮古市

東京都

盛岡市

釜石市

久慈市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

釜石市

広報用画像収集 (久慈市漁協、漁船漁業、下安家ふ化場

令和 4年度いわて水産アカデミー運営協議会第 2回作業部会

経営体育成総合支援事業の事業説明会

第 2回理事会

いわて水産アカデミー集合研修講義 「漁業就業に向けて」

広報用画像収集 (久慈市漁協、養殖ギンザケ)

被災地次世代漁業人材確保支援事業説明会 (オ ンライン)

岩手県資源管理協議会通常総会及び第 6口定例会

第 2回評議員会

令和 4年度第 2回いわて水産アカデ ミー運営協議会総会

令和 4年度いわて水産アカデミー第 4期生修了式

)2.9

2.10

2.20

2.22

3.2

3.3

3.6

3.9

3.10

3.28
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